
政

令

令和元年月日 水曜日 (号外第号)官 報
６

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

主
務
大
臣
は
、
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
（
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ

の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。）が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
又
は
認
定
棚

田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
従
っ
て
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

８

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
項
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
一
条

主
務
大
臣
は
、
前
条
第
三
項
の
認
定
に
係
る
市
町
村
に
対
し
、
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
実
施
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
十
二
条

市
町
村
が
、
第
八
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
つ

い
て
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
を
し
た
と
き
は
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
定
住
等
及
び

地
域
間
交
流
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
活
性
化
計
画
の
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し

て
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
事
業
等
」
と

あ
る
の
は
、「
棚
田
地
域
振
興
法
第
八
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
定
住
等
・
地
域
間
交
流
事
業
」
と
す
る
。

（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
特
例
）

第
十
三
条

第
八
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
が
第
十
条
第
三
項

又
は
第
五
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
に
お
い
て
、
当
該
事
項
に
係
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
に
つ
い
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
第
六
条
第
二
項
又
は
第
五
項
の
認
定
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
十
四
条

国
は
、
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
基
づ
く
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
を
支
援
す
る
た
め
必
要
な
財

政
上
又
は
税
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
棚
田
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事
業
の
公
表
）

第
十
五
条

国
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
に
実
施
す
る
指
定
棚
田
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容

を
取
り
ま
と
め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
人
材
の
育
成
及
び
確
保
）

第
十
六
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
棚
田
地
域
振
興
活
動
を
担
う
べ
き
人
材
を
育
成
し
、
及
び
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
棚
田
地
域
振
興
連
絡
会
議
）

第
十
七
条

政
府
は
、
内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
そ
の
他
の
関
係
行

政
機
関
の
職
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
棚
田
地
域
振
興
連
絡
会
議
を
設
け
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
総
合

的
か
つ
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
十
八
条

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
及

び
環
境
大
臣
と
す
る
。

２

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
総
務
省
令
・
文
部
科
学
省
令
・
農
林
水
産
省
令
・
国
土
交
通
省
令
・
環
境
省

令
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

２

こ
の
法
律
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

原
田

義
昭

税
制
調
査
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
六
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
十
八
号

税
制
調
査
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

税
制
調
査
会
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て「（
施
行
期
日
）」を
付
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
委
員
の
任
期
の
特
例
）

２

令
和
元
年
六
月
二
十
三
日
に
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
任
期
が
満
了
す
る
こ
と
と
な
る
委
員
の
任
期
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
六
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
十
九
号

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
に

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
令
和
元
年
六
月
二
十
五
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

防
衛
大
臣

岩
屋

毅
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